
 

  

（バハオラ、落穂集、選集その２、ｐｐ．76－77） 

繁栄の中にあっては 

寛大であれ。 

逆境に際しては 

感謝するものであれ。 

隣人が汝に信頼を置くに 

ふさわしい者であれ。 

明るく、親しみのある顔をもって 

隣人を見よ。 

貧しき者には宝庫であれ。 

富める者には警告者であれ。 

困窮者の叫びに答える者であれ。 

汝の誓約の神聖を守る者であれ。 

判断に公正であれ。 

発言に慎重であれ。 
・ 

・ 

・ 



（バハオラ、落穂集、選集その２、ｐｐ．76－77） 

 

  

・ 
・ 
・ 

何者にも 

不公平であってはならない。 

如何なる者にも全く謙虚であれ。 

暗闇の中を歩む者には 

明かりであれ。 

悲しみに打ちひしがれた者には 

喜びとなれ。 
・ 
・ 
・ 

汝のすべての行動を、 

誠実さと高潔さとをもって 

際立たせよ。 

異邦人には住家であれ。 

苦しみにある者の慰めであれ。 

亡命者には力みなぎる砦であれ。 
・ 
・ 
・ 

 
 



（バハオラ、落穂集、選集その２、ｐｐ．76－77） 

 

 

 

 

 

 

 

・ 
・ 
・ 

盲目なる者には眼となり、 

過てる者にはその歩みを導く 

光であれ。 

真理の面を飾る装飾であれ。 
・ 
・ 
・ 

美徳の地平線上に輝く光体であれ。 

人の心の土壌を潤す露であれ。 

知識の大洋に浮ぶ箱船であれ。 

恩恵の天上に光る太陽であれ。 

英知の王冠の宝石であれ。 

汝の世代の天界にきらめく 

光であれ。 

そして謙遜の樹に実る 

果実であれ。 


